
七
仏
薬
師
法
に
お
け
る
奏
楽

鳥
谷
部

輝

彦

始
め
に

奈
良
時
代
か
ら
現
代
ま
で
、
雅
楽
が
奏
で
ら
れ
る
場
と
し
て
仏
教
法
会
が
大

き
な
比
重
を
占
め
て
き
た
。
従
来
の
研
究
で
扱
わ
れ
て
き
た
事
例
は
、
主
に
顕

教
に
基
づ
く
法
会
（
小
野
一
九
七
〇
、
近
藤
二
〇
〇
八
な
ど
）
で
あ
り
、
密
教

の
法
会
・
修
法
に
見
ら
れ
た
雅
楽
に
関
す
る
研
究
は
非
常
に
少
な
い
。
中
世
の

雅
楽
書
に
は
顕
教
の
法
会
が
多
く
書
か
れ
る
一
方
で
、
密
教
修
法
は
書
か
れ
て

い
な
い
こ
と
も
、
従
来
の
研
究
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

七
仏
薬
師
法
は
天
台
密
教
の
修
法
で
あ
る
。
日
本
音
楽
史
で
比
叡
山
は
、
天

台
宗
（
比
叡
山
派
）
の
声
明
の
中
心
地
と
し
て
研
究
が
進
ん
で
い
る
が
、
雅
楽

の
観
点
に
よ
る
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
比
叡
山
と
雅
楽
の
繋
が
り
は
、
史

料
上
で
は
八
世
紀
末
か
ら
始
ま
る
。
延
暦
十
三
年
（
七
九
四
）
の
根
本
中
堂
初

度
供
養
会
で
は
舞
台
を
設
け
、「
楽
人
六
十
六
人
秦
氏

人
也
」（『
叡
岳
要
記
』
上
（
五

一
八
頁
））が
勤
め
た
こ
と
に
よ
り
、
盛
大
な
舞
楽
法
会
が
執
行
さ
れ
た
と
想
像

で
き
る
。
そ
の
後
、
根
本
中
堂
や
講
堂
、
総
持
院
な
ど
の
堂
塔
の
落
慶
供
養
会

や
、
十
種
供
養
会
で
雅
楽
が
奏
で
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
顕
教
法
会
で
あ
る

が
、
そ
の
一
方
で
密
教
修
法
に
お
い
て
も
雅
楽
が
奏
で
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
修

法
の
一
つ
が
七
仏
薬
師
法
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
修
法
を
事
例
と
し
て
、
密
教

に
お
け
る
雅
楽
の
役
割
を
考
察
す
る
一
助
と
し
た
い
。

論
点
の
詳
細
を
述
べ
る
前
に
、
研
究
の
視
点
と
方
法
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た

い
。
用
い
た
史
料
は
主
に
『
門
葉
記
』
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
伊
藤
（
二

〇
〇
五
）
に
よ
っ
て
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
編
纂
者
の
尊
円
（
一
二
九
八
〜
一

三
五
六
）
は
青
蓮
院
門
跡
の
門
主
で
、
伏
見
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
。
内
容
は
青

蓮
院
代
々
の
門
主
の
修
法
・
灌
頂
記
録
、
青
蓮
院
関
係
の
寺
院
・
院
家
関
係
の

史
料
な
ど
に
渡
る
。
尊
円
の
死
後
も
補
筆
さ
れ
、
十
二
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
初

め
に
か
け
て
の
約
三
百
年
間
の
記
録
を
収
め
る
。
尊
円
自
筆
本
を
主
と
し
た
原

（

）
一



本
は
青
蓮
院
に
所
蔵
さ
れ
る
。
今
日
の
流
布
本
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像

部
十
一
〜
十
二
で
あ
り
、
こ
れ
は
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
〜
一
八
一
八
）
の
写

本
を
底
本
と
す
る
、
と
い
う
。
本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

を
用
い
た
。

ま
た
、『
門
葉
記
』
を
始
め
と
し
て
、『
行
林
抄
』（
仁
平
四
年
（
一
一
五
四
）

１
）

成
立
）、『
阿
娑

抄
』（
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
〜
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）

の
成
立
と

２
）

推
定
）
と
い
う
天
台
密
教
の
口
伝
・
秘
法
の
解
説
書
が
同
時
期
に
一

挙
に
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
修
法
の
内
容
を
多
角
的
に
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
な
お
、『
門
葉
記
』
に
比
べ
る
と
、『
行
林
抄
』『
阿
娑

抄
』
は
七
仏
薬
師

法
で
の
雅
楽
の
記
述
が
詳
し
く
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
補
助
的
に
用
い
た
。
史

料
の
引
用
に
際
し
て
は
、
句
読
点
・
返
点
な
ど
を
改
め
た
場
合
も
あ
る
。

以
上
の
史
料
に
よ
っ
て
、対
象
時
期
は
十
二
世
紀
中
葉
〜
十
四
世
紀
中
葉（
鎌

倉
時
代
の
前
後
）
と
し
た
。
こ
れ
は
、『
門
葉
記
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
七
仏
薬

師
法
の
事
例
が
こ
の
時
期
に
あ
た
る
た
め
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
こ
の
時
代

の
他
種
の
法
会
に
お
け
る
雅
楽
の
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
研

究
の
参
考
に
供
し
た
い
。

な
お
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
「
雅
楽
」
と
い
う
語
は
、
歴
史
的
に
は
正
し
い

語
で
は
な
い
。
か
つ
て
は
雅
楽
と
い
う
音
楽
分
野
は
な
く
、
現
在
の
雅
楽
を
構

成
す
る
諸
分
野
は
「
唐
楽
」「
高
麗
楽
」「
東
遊
」「
神
楽
」
な
ど
と
個
別
に
呼
ん

で
い
た
。
ま
た
、
史
料
に
は
「
楽
」「
音
楽
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
唐
楽
や
高
麗

楽
を
奏
で
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
代
に
お
け
る
わ
か
り
や
す
さ
を

考
慮
し
て
、
本
稿
で
は
「
雅
楽
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
唐
楽
ま
た
は
高
麗
楽
を

意
味
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
七
仏
薬
師
法
に
つ
い
て

七
仏
薬
師
法
は
比
叡
山
天
台
密
教
の
修
法
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
『
密
教
大
辞
典
』
の
項
目
「
七
仏
薬
師
法
」（
九
七
六
〜
九
七
八
頁
）
に
よ
っ

て
説
明
し
た
い
。

七
仏
薬
師
を
本
尊
と
し
て
、
息
災
又
は
増
益
の
た
め
に
修
す
る
秘
法
。
薬

師
七
仏
本
願
経
・
薬
師
本
願
経
を
本
拠
と
す
、
七
仏
経
云
、（
中
略
）
可

於

静
処

以

諸
香
華
・
懸
絵
・
幡
・
蓋
、
上
妙
飲
食
及
諸
伎
楽

、
而
為

供
養

。（
中
略
）所

有
業
障

、
悉
皆
消
滅
、
無
病
延
年
。
疾
病
・
賊
盗
・

闘
諍
・
戦
陣
・
言
訴
・
旱

、
如

是
等

怖
一
切
皆
除
。
有

所
願
求

、

無

不

遂

意
と
。
之
に
類
せ
る
文
尠
か
ら
ず
。
先

は
嘉
祥
三
年（
八
五

〇
）
三
月
清
涼
殿
上
に
赤
雲
覆
ひ
た
れ
ば
慈
覚
大
師
勅
を
奉
じ
て
息
災
の

為
に
此
法
を
修
す
。（
中
略
）因
り
て
台
密
に
は
四
箇
大
法
の
一
と
し
て
之

を
重
ん
ず
、
東
密
に
は
薬
師
法
の
外
に
七
仏
薬
師
法
を
別
に
修
す
る
こ
と

な
し
。
道
場
は
息
災
増
益
各
相
応
の
方
に
向
ふ
、
壇
場
と
助
修
の
座
と
の

間
は
大
幕
を
以
て
隔
つ
。
本
尊
は
等
身
の
仏
像
七
体
、
薬
師
を
中
心
と
し
、

次
々
を
左
右
左
右
に
安
置
す
（
後
略
）

（（

）
の
補
い
、
傍
線
、
お
よ
び
「
七
仏
経
云
、」
以
下
の
返
点
な
ど
は

引
用
者
に
よ
る
）

こ
の
修
法
は
七
仏
薬
師
を
本
尊
と
し
て
、息
災
ま
た
は
増
益
の
た
め
に
修
す
る
。

（

）
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増
益
壇
の
配
置
の
一
例
は
図
１
の
よ
う
に
な
る
。
道
場
中
央
に
大
壇
、
護
摩
壇

が
置
か
れ
、
奥
に
は
小
壇
（
十
二
天
壇
、
薬
叉
壇
（
夜
叉
壇
）、
聖
天
壇
）
が
置

か
れ
、
そ
の
間
に
七
仏

３
）

薬
師
が
安
置
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
壇
の
左
隣
に
は
経
箱

が
置
か
れ
、
そ
の
中
に
本
願
薬
師
経
（
玄

訳
『
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳

経
』）
と
七
仏
薬
師
経
（
義
浄
訳
『
薬
師
瑠
璃
光
七
仏
本
願
功
徳
経
』）
が
入
れ

ら
れ
る
。
七
仏
経
（
七
仏
薬
師
経
）
に
は
諸
物
と
と
も
に
「
諸
伎
楽
」
を
用
い

て
供
養
せ
よ
と
書
か
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
修
法
に
「
伎
楽
」
を
用
い
る
こ

と
は
経
典
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
日
本
で
は
雅
楽
を
用
い
る
よ
う
に
解

釈
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
初
例
は
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
に
慈
覚
大
師
に
よ

り
宮
中
で
行
わ
れ
た
。
比
叡
山
で
は
四
箇

４
）

大
法
の
一
つ
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て

き
た
。
真
言
密
教
で
は
薬
師
法
は
修
す
る
が
、
七
仏
薬
師
法
は
修
す
る
こ
と
は

な
い
。

な
お
、
叡
山
文
庫
蔵
の
『
七
仏
薬
師
法
大
法
差
定
』
は
明
治
時
代
に
書
か
れ

た
と
さ
れ
る
（『
叡
山
文
庫
文
書
絵
図
目
録
』
七
五
〇
頁
）。
具
体
的
な
日
付
は

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
成
立
年
代
が
確
か
な
ら
ば
、
廃
仏
毀
釈
が
蔓
延
し

て
い
る
時
代
に
も
七
仏
薬
師
法
が
修
さ
れ
、
比
叡
山
の
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

七
仏
薬
師
法
に
お
け
る
奏
楽

図１ 増益壇の配置の一例

（『阿婆 抄』の挿図に加筆）

（
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表
２

奏
楽
を
伴
う
七
仏
薬
師
法
の
事
例

山
＝
山
槐
記
、
門
＝
門
葉
記
、
代
＝
七
仏
薬
師
法
代
々
日
記
、
日
＝
七
仏
薬
師
法
日
記
、
御
＝
七
仏
薬
師
御
修
法
記
、
毘
＝
毘
沙
門
堂
記
、
記
＝
七
仏
薬
師
法
記

大
阿
＝
大
壇
阿

梨
、
護
阿
＝
護
摩
壇
阿

梨
、
小
阿
＝
小
壇
阿

梨

※
曲
名
表
記
は
史
料
の
ま
ま

※
曲
名
に
付
く
ａ
～
ｈ
は
表
３
・
表
４
を
参
照

仏
事
と
楽
事

西
暦

時
目
的

場
所

典
拠

開
白
日

結
願
日

1
1
1
4
1
保
延
0
7
/
0
5
/
2
9
-

/
0
6
/
0
6

女
御
御
産
御
祈

鳥
羽
南
殿

門
行
道
＝
奏
楽

右
伽
供
～
左
塗
香
供
＝
奏
楽

行
道
＝
奏
楽

右
伽
供
～
左
塗
香
供
＝
奏
楽

2
1
1
4
2
康
治
0
1
/
0
5
/
1
2

鳥
羽
院
御
授
戒

根
本
中
堂
北
礼

堂
門

(
一
日
で
終
了
か
)

行
道
＝
楽
人
も
堂
外
を
行
道
し
つ
つ
奏
楽

3
1
1
4
3
康
治
0
2
/
0
4
/
1
0
-
1
7
鳥
羽
院
御
願

根
本
中
堂
北
礼

堂
門

行
道
＝
奏
楽

4
1
1
5
1
仁
平
0
1
/
0
6
/
2
5
-

女
院
御
祈

門
行
道
＝
奏
楽

護
摩
～
後
鈴
＝
奏
楽

5
1
1
5
3
仁
平
0
3
/
0
9
/
1
7
-

鳥
羽
院
御
不
予
御
祈

鳥
羽
田
中
殿
御

所
門

堂
衆
行
道
＝
南
庭
で
座
奏
す
る

護
摩
～
後
供
養
＝
奏
楽

6
1
1
6
0
永
暦
0
1
/
0
7
/
2
3
-

/
0
8
/
0
7

公
家
御
祈

大
炊
御
門
高
倉

門
行
道
＝
奏
楽

振
鈴
～
後
供
養
の
開
始
直
後
＝
奏
楽

行
道
＝
奏
楽

振
鈴
～
後
供
養
の
開
始
直
後
＝
奏
楽

行
道
＝
奏
楽

7
1
1
6
1
応
保
0
1
/
0
8
/
0
6
-
1
3

禁
裏

山
楽
人
等
候
砌
」

8
1
1
6
4
長
寛
0
2
/
0
7
/
1
1
-
1
8
公
家
御
祈

根
本
中
堂
北
礼

堂
門

行
道
＝
行
道
し
つ
つ
奏
楽

五
供
養
＝
太
平
楽
c

大
阿
下
座
～
行
道
＝
座
奏

結
願
後
の
行
道
＝
(
奏
楽
つ
つ
)
行
道

9
1
1
7
8
治
承
0
2
/
1
0
/
2
5
-

(
/
1
1
/
1
2

)
中
宮
御
産
御
祈

六
波
羅
池
殿

門
行
道
＝
階
下
で
座
奏

行
道
＝
大
床
を
廻
り
つ
つ
奏
楽

1
0
1
1
9
5
建
久
0
6
/
0
7
/
2
5
-

/
0
8
/
1
3

中
宮
御
産
御
祈

(
増
益
壇
に
よ
る
)

大
炊
殿

門
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
～
五
供
養
～
護
摩
＝
奏
楽

五
供
養
・
塗
香
＝
奏
楽

後
供
養
＝
南
縁
で
座
奏

(
妓
楽
」
な
ど
の
作
法
は
開
白
日
と
同
じ
)

1
1
1
1
9
7
建
久
0
8
/
1
2
/
2
5
-

翌
年
正
月
朔
日
の
日
蝕

の
御
祈

根
本
中
堂

代
讃
・
行
道
～

＝
奏
楽

行
法
＝

時
々
楽
音
為
之
」

1
2
1
2
0
7
建
永
0
2
/
0
2
/
2
0
-
2
7

賀
陽
院
殿

門
行
道
・
四
智
讃
～
先
方
便
＝
萬
歳
楽
b
を
座
奏
す
る

護
摩
壇
以
下
に
て
供
養
＝
慶
雲
楽
c

四
智
讃
・
行
道
～
前
方
便
＝
萬
歳
楽
f
を
座
奏
す
る

古
摩
～
念
誦
＝
太
平
楽
破
g

結
願
作
法
～
讃
・
行
道
＝
太
平
楽
急
h

1
3
1
2
1
2
建
暦
0
2
/
0
6
/
2
1
-
2
7
一
院
御
祈

押
小
路
殿

門
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
＝
萬
歳
楽
b

前
五
供
養
～
後
五
供
養
＝
泰
平
楽
破
c

四
智
讃
・
行
道
＝
萬
歳
楽
f

前
五
供
養
～
後
五
供
養
＝
太
平
楽
g

1
4
1
2
1
6
建
保
0
4
/
0
7
/
2
1
-
2
9
(
増
益
壇
に
よ
る
)

高
陽
院
殿

門
集
会
＝
平
調
々
子
a
→
讃
・
行
道
～
前
方
便
＝
行
道
し
つ
つ
奏
楽

護
阿
の
立
座
～
後
供
養
＝
奏
楽

大
阿
の
下
座
～
行
道
＝
奏
楽

1
5
1
2
1
7
建
保
0
5
/
0
3
/
0
4
-
2
2
中
宮
御
産
御
祈

一
條
院
殿
(
南

殿
門

四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
＝
奏
楽

初
伽
～
後
供
養
＝
太
平
楽
c

四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
盤
＝
萬
歳
楽
f

大
阿
の
初

伽
～
五
供
養
＝
慶
雲
楽
g

大
阿
の
下
座
～
行
道
＝
太
平
楽
破
h

1
6
1
2
1
7
建
保
0
5
/
0
7
/
2
3
-
2
9
一
院
瘧
病
御
祈

(
息
災
壇
に
よ
る
)

高
陽
院
殿

門
代

行
道
～
大
阿
の
登
礼
盤
＝
萬
歳
楽
b

前
五
供
養
～
後
五
供
養
＝
慶
雲
楽
c

大
阿
の
下
座
～
行
道
＝
太
平
楽
破
d

1
7
1
2
1
8
建
保
0
6
/
1
0
/
0
1
-
1
0
中
宮
御
産
御
祈

一
条
院
殿

門
諸
僧
列
立
～
四
智
讃
・
行
道
～
着
礼
版
＝
万
歳
楽
b

戸
摩
壇
・
小
壇
に
て
行
法
～
大
壇
に
て
後
五
供
養
＝
太
平
楽
c

随
方
廻
向
～
(
四
智
讃
を
唱
つ
つ
か
)
・
行
道
＝
千
秋
楽
d

諸
僧
列
立
～
四
智
讃
・
行
道
～
着
礼
版
＝
万
歳
楽
f

戸
摩
阿
が
戸
摩
壇
に
着
き
戸
摩
開
始
～
大
壇
に
て
後
五
供
養
～
四
智
讃
＝
太
平
楽
g

内
陣
の
幕
を
上
げ
る
～
行
道
＝
千
秋
楽
h

1
8
1
2
1
9
建
保
0
7
/
0
2
/
0
6
-
1
1
源
実
朝
薨
去
を
受
け
て

国
家
安
寧
の
御
祈

高
陽
院
殿

日
諸
僧
列
立
～
四
智
讃
・
行
道
～
登
礼
盤
＝
万
歳
楽
b

前
供
養
の

伽
～
後
供
養
＝
太
平
楽
c

行
道
＝
万
歳
楽
f

(
護
阿
・
小
阿
と
行
法
～
大
壇
の
五
供
養
)
＝
長
慶
子
g

(
行
法
後
の
)
行
道
＝
奏
楽

1
9
1
2
2
1
承
久
0
3
/
0
1
/
2
2
-
2
8

禁
中

御
毘

四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
＝
萬
歳
楽
b

前
供
養

伽
～
各
壇
行
法
＝
太
平
楽
c

四
智
讃
・
行
道
＝
万
歳
楽
f

※
結
願
ノ
楽
ハ
萬
歳
楽
、
慶
雲
楽
、
太
平
楽
也
」
(
御
)

※
行
道
三
匝
音
楽
等
万
歳
楽
」
供
養
楽
(
中
略
)
長
慶
楽
」
又
行
道
三
匝
奏
音
楽
太

平
楽
」
(
毘
)

2
0
1
2
3
2
貞
永
0
1
/
0
9
/
1
2
-
2
2
中
宮
御
産
御
祈

一
条
院
殿

門
代

四
智
讃
・
行
道
＝
萬
歳
楽
b

各
壇
行
法
＝
慶
雲
楽
c

四
智
讃
・
行
道
＝
萬
歳
楽
f

護
阿
の
護
摩
～
大
壇
の
五
供
養
＝
奏
楽

（

）
四



西
暦

時
目
的

場
所

典
拠

開
白
日

結
願
日

2
1
1
2
3
7
嘉
禎
0
3
/
0
3
/
1
9
-
2
5
藤
原
道
家
に
よ
る
御
祈

一
條
殿

門
四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
盤
作
法
の
途
中
＝
萬
歳
楽
b

護
阿
・
小
阿
の
入
幕
と
行
法
開
始
～
大
壇
の
後
供
養
＝
慶
雲
楽
c

四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
＝
萬
歳
楽
f

護
阿
の
入
幕
と
護
摩
開
始
～
大
壇
の
後
供
養
＝
慶
雲
楽
g

2
2
1
2
3
8
暦
仁
0
1
/
1
1
/
2
9
-

/
1
2
/
0
5

天
変
御
祈

根
本
中
堂

門
行
道
＝
奏
楽

調
子
e
→
讃
・
行
道
＝
萬
歳
楽
f

(
行
法
後
の
)
讃
・
行
道
＝
楽
人
も
行
道
し
つ
つ
奏
楽

2
3
1
2
4
0
延
応
0
2
/
0
2
/
2
1
-
2
7
彗
星
御
祈

仁
寿
殿

門
平
調
々
子
a
→
四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
＝
行
道
し
つ
つ
萬
歳
楽
b

護
阿
・
小
阿
の
入
道
場
～
後
五
供
養
(
大
阿
が
塗
香
器
を
鳴
ら
す
ま
で
)
＝

慶
雲
楽
c

調
子
e
→
大
阿
の
登
礼
版
＝
萬
歳
楽
f

後
五
供
養
(
塗
香
器
を
鳴
ら
す
ま
で
)
＝
慶
雲
楽
g

(
行
法
後
の
)
行
道
＝
太
平
楽
破
h

2
4
1
2
4
3
寛
元
0
1
/
0
6
/
0
6
-
1
0
中
宮
御
産
御
祈

今
出
河
殿

門
調
子
a
→
四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
＝
行
道
し
つ
つ
萬
歳
楽
b

各
壇
に
て
行
法
～
後
五
供
養
＝
慶
雲
楽
c
を
数
反
奏
す

(
四
智
讃
・
行
道
の
時
か
)
＝
奏
楽
(
雨
の
た
め
行
道
せ
ず
)

2
5
1
2
4
4
寛
元
0
2
/
0
2
/
2
6
-

/
0
3
/
0
4

藤
原
公
経
の
御
祈

西
園
寺
五
大

堂
門

ネ
ト
リ
a
→
四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
盤
＝
行
道
し
つ
つ
奏
楽

古
摩
阿
･
小
阿
の
行
法
～
後
五
供
養
＝
奏
楽

音
取
e
→
四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
＝
行
道
し
つ
つ
奏
楽

古
摩
阿
の
古
摩
～
後
供
養
＝
奏
楽

四
智
讃
・
行
道
＝
行
道
し
つ
つ
奏
楽

2
6
1
2
4
5
寛
元
0
3
/
1
0
/
0
1
-

天
変
御
祈

閑
院
内
裏
広

御
所

門
調
子
a
→
四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
＝
萬
歳
楽
b
を
座
奏
す
る

護
阿
･
小
阿
の
護
摩
～
大
阿
の
下
礼
版
＝
慶
雲
楽
c
を
数
反
奏
楽
す
る

調
子
e
→
讃
･
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
＝
萬
歳
楽
f

護
阿
の
護
摩
＝
慶
雲
楽
g

(
結
願
作
法
等
の
後
の
)
行
道
＝
太
平
楽
h
を
座
奏
す
る

2
7
1
2
4
7
宝
治
0
1
/
0
9
/
0
5
-

/
1
0
/
0
9

中
宮
御
産
御
祈

今
出
川
殿

門
平
調
々
子
a
→
四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
盤
＝
庭
上
を
行
道
し
つ
つ

萬
歳
楽
b

各
壇
行
法
～
大
壇
に
て
五
供
養
(
塗
香
器
を
供
す
る
ま
で
)
＝
慶
雲
楽
c

調
子
e
→
四
智
讃
・
行
道
＝
萬
歳
楽
f

戸
摩
壇
に
て
戸
摩
～
大
壇
に
て
五
供
養
(
塗
香
を
供
す
る
ま
で
)
＝
慶
雲
楽
g

大
阿
が
下
座
し
礼
仏
～
伴
僧
の
行
道
＝
大
平
楽
h

2
8
1
2
5
4
建
長
0
6
/
0
5
/
1
0
-
2
8
大
宮
女
院
御
産
御
祈

今
出
河
亭

記
調
子
a
→
大
幕
を
上
げ
て
諸
僧
列
立
→
四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼

版
＝
庭
上
を
行
道
し
つ
つ
万
歳
楽
b

初
鈴
～
護
阿
・
小
阿
の
起
座
と
行
法
開
始
～
五
供
養
普
供
養
＝
泰
平
楽
c

大
阿
の
下
座
～
行
道
～

＝
行
道
し
つ
つ
千
秋
楽
d

調
子
e
→
大
幕
を
上
げ
て
諸
僧
列
立
→
讃
・
行
道
～
大
阿
の
着
礼
版
＝
万
歳
楽
f

護
阿
・
小
阿
の
起
座
と
行
法
開
始
～
大
阿
の
五
供
養
・
普
供
養
～
讃
＝
大
平
楽
g

大
阿
の
下
座
と
礼
仏
～
行
道
＝
庭
上
を
行
道
し
つ
つ
千
秋
楽
h

2
9
1
2
6
0
正
元
0
2
/
0
2
/
1
3
-
2
9
大
宮
女
院
御
産
御
祈

今
出
川
御
所

門
音
楽
事
有
之
。
」

楽
人
等
被
召
置
庭
上
。
」

3
0
1
2
6
2
弘
長
0
2
/
0
5
/
1
0
-

/
0
6
/
0
2

東
二
條
院
御
産
御
祈

今
出
川
殿

門
子
ト
リ
a
→
四
智
讃
～
大
阿
の
登
礼
版
＝
行
道
し
つ
つ
萬
歳
楽
b

護
阿
・
小
阿
の
入
幕
と
行
法
開
始
～
大
阿
の
五
供
養
の
途
中
＝
慶
雲
楽
c

ネ
ト
リ
e
→
四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
前
方
便
の
途
中
＝
萬
歳
楽
f

～
大
壇
の
後
五
供
養
の
途
中
＝
奏
楽

3
1
1
2
6
5
文
永
0
2
/
0
7
/
2
1
-
2
8
皇
后
宮
御
産
御
祈

二
條
殿

門
諸
僧
列
立
～
四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
＝
萬
歳
楽
b

護
阿
・
小
阿
の
入
幕
と
行
法
開
始
～
大
壇
の
普
供
養
＝
太
平
楽
c

四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
＝
萬
歳
楽
f

(
助
修
の
)
古
摩
～
大
壇
の
五
供
養
(
普
供
養
ま
で
)
＝
慶
雲
楽
g

(
古
摩
阿
の
)
破
壇
作
法
＝
太
平
楽
破
h

3
2
1
2
6
7
文
永
0
4
/
1
1
/
1
7
-

(
2
3
か
)

皇
后
宮
御
産
御
祈

萬
里
小
路
御

所
門

讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
＝
萬
歳
楽
b

護
阿
・
小
阿
の
入
幕
と
行
法
開
始
～
大
壇
の
後
五
供
養
(
塗
香
器
火

ま
で
)
＝
慶
雲
楽
c

調
子
e
→
四
智
讃
・
行
道
～
前
方
便
の
途
中
＝
萬
歳
楽
f

～
大
壇
の
五
供
養
の
途
中
＝
慶
雲
楽
g

(
解
界
奉
送
後
の
)
総
礼
～
助
修
が
幕
外
の
本
座
に
着
く
＝
鶏
徳
h

3
3
1
2
6
8
文
永
0
5
/
0
7
/
1
7
-
2
7
異
国
御
祈

根
本
中
堂

門
1
7
日
：

楽
人
行
道
事
」
の
記
述
あ
り

1
9
日
：

結
願
、
楽
人

飯
事
」
の
記
述
あ
り

2
4
日
：
結
願
作
法
に

楽
人
行
道
」
の
記
述
あ
り

3
4
1
2
8
1
弘
安
0
4
/
0
4
/
0
8
-
1
5
異
国
降
伏

(
蒙
古
襲
来
に
よ
る
)

根
本
中
堂

門
四
智
讃
・
行
道
～
先
方
便
の
途
中
＝
萬
歳
楽
b

大
壇
の
初

伽
～
後
五
供
養
＝
慶
雲
楽
c

四
智
讃
・
行
道
～
先
方
便
の
途
中
＝
行
道
し
つ
つ
萬
歳
楽
f

大
壇
の
初

伽
～
後
五
供
養
＝
慶
雲
楽
g

(
結
願
作
法
後
の
)
讃
・
行
道
＝
太
平
楽
破
h

3
5
1
2
8
2
弘
安
0
5
/
0
8
/
0
2
-
0
9

萬
里
小
路
御

所
門

平
調
々
子
a
→
四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
＝
萬
歳
楽
b
を
座
奏
す

る護
阿
・
小
阿
の
入
幕
と
行
法
開
始
～
後
供
養
＝
慶
雲
楽
c

平
調
々
子
e
→
四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
＝
萬
歳
楽
f

護
阿
・
小
阿
の
入
幕
と
行
法
開
始
～
大
壇
の
五
供
養
(
塗
香
器
を
供
す
る
ま
で
)
＝
慶

雲
楽
g

仏
布
施
・
解
界
奉
送
～
行
道
＝
慶
徳
h

3
6
1
2
9
1
正
応
0
4
/
0
8
/
0
1
-
0
8
法
皇
御
重
厄
御
祈

常
盤
井
殿

門
調
子
a
→
四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
作
法
の
途
中
＝
萬
歳
楽
b
を

座
奏
す
る

護
阿
・
小
阿
の
入
幕
と
行
法
開
始
～
大
壇
の
後
供
養
の
途
中
＝
慶
雲
楽
c

調
子
e
→
四
智
讃
・
行
道
～

＝
萬
歳
楽
f(
雨
の
た
め
行
道
せ
ず
)

初
鈴
～
大
壇
の
後
五
供
養
の
途
中
＝
慶
雲
楽
g

大
阿
の
下
礼
版
～
(
四
智
讃
・
行
道
か
)
＝
太
平
楽
破
h

3
7
1
3
0
3
乾
元
0
2
/
閏

0
4
/

1
9
-
/
0
5
/
0
9

昭
訓
門
院
御
産
御
祈

今
出
川
殿

門
平
調
々
子
a
一
反
→
諸
僧
列
立
→
四
智
讃
・
行
道
＝
行
道
し
つ
つ
萬
歳
楽
b

(
楽
拍
子
)
、
一
鼓
を
懸
け
る

護
阿
・
小
阿
の
入
幕
と
行
法
開
始
～
大
壇
の
五
供
養
の
途
中
＝
慶
雲
楽
c

調
子
e
一
反
→
諸
僧
列
立
→
萬
歳
楽
f
を
少
し
吹
い
て
止
む
→
四
智
讃
・
行
道
～
登
礼

盤
＝
萬
歳
楽
f

念
誦
読
経
の
途
中
～
五
供
養
＝
慶
雲
楽
g
(
行
道
し
て
一
鼓
を
伴
っ
た
か
)

(
結
願
作
法
後
の
)
礼
仏
～
行
道
＝
太
平
楽
急
h

3
8
1
3
2
6
嘉
暦
0
1
/
0
6
/
1
8
-
1
9
中
宮
御
産
御
祈

京
極
殿

門
平
調
子
e
→
諸
僧
の
列
立
→
四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
＝
行
道
し
つ
つ
萬
歳

楽
f

(
護
阿
・
小
阿
の
入
幕
と
行
法
開
始
～
五
供
養
の
途
中
ま
で
)
＝
慶
雲
楽
g

後
行
道
＝
太
平
楽
破
h

3
9
1
3
5
0
観
応
0
1
/
0
7
/
3
0
-
/

0
8
/
0
7

地
震
御
祈

仙
洞
御
所

門
平
調
々
子
a
→
諸
僧
列
立
→
四
智
讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
＝
萬
歳
楽

b
を
座
奏
す
る

古
摩
阿
・
小
阿
の
入
幕
と
行
法
開
始
～
大
壇
の
後
五
供
養
の
途
中
＝
慶
雲

楽
c

讃
・
行
道
～
大
阿
の
登
礼
版
＝
行
道
し
つ
つ
萬
歳
楽
f

(
解
界
奉
送
後
の
)
行
道
＝
太
平
楽
h

（

）
五
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表4 結願日の次第
仏事 楽事 奏楽

道場全体 大壇 護摩壇 小壇 箇所

後夜作法を終える。

堂内を掃除し、布施・経
を壇上および脇机に置
く。

(参入) 諸僧集会。 楽人が奏楽場所へ着く。

楽次第を楽人に伝える。

時金を打つ。

調子または音取を吹く ｅ

諸僧列立。

四智讃を誦す。 奏楽（座奏、または道場外
縁を行道しつつ奏楽）。

ｆ

(清め) 誦しながら、幕内で行道
（前行道）。

↓

誦しながら、幕内で行道
（前行道）。

行道の末尾から大阿が大壇の礼版
に着く。

奏楽ここまで。

礼仏。懺悔 。浄三業。塗香塗手。
前方便。

（前方便まで奏楽する場合
もあり。）

総礼

神分祈願。驚覚。五悔。
(勧請)

念珠読経。 五大願。

初鈴を振る。

六種供養。五供養。 護摩壇に登礼版。 小阿が起座し、
各々壇前に着く。

奏楽。
↓

ｇ

(供養)
金剛 磨。金剛輪。根本印。
念誦。入護摩。など

五供養まで奏楽。（楽人が退
出する場合もある）

後鈴を振る。

時金を打つ。

礼仏。

結願作法：巻数を読み、護摩壇へ
送る。

巻数を受け取り、焼了する。 奏楽。 ｈ

(廻向)
補闕。懺悔真言。宝号。神分。五
悔。廻向。奉仏布施。解界。

↓

解界奉送（花を投げる）。 ↓

鈴杵 伽等を取り、護摩を始める。壊壇作法。 ↓

大壇から下座し、礼仏する。 護摩壇から下座し、礼仏する。 ↓

四智讃を誦しながら、幕
内行道（後行道）。

↓

諸僧が本座に着く。 奏楽ここまで。退出。

経机を撤去し、後加持所
に移る。

公卿・上卿が着座する。

(後加持)大壇阿 梨が後加持座に
着き、陀羅尼衆がその後
ろに着く。

大阿が後加持を行う。

布施を引き取る。

退出。

表３・表４は、『阿娑 抄』七仏薬師本、『行林抄』第三（七仏薬師法）、『門葉記』七仏薬師法一～九により作成。

表３ 開白日の次第
仏事 楽事 奏楽

道場全体 大壇 護摩壇 小壇 箇所
諸僧集会。 楽人が奏楽場所へ着く。

(参入)
楽次第を楽人に伝える。

時金を打つ。
調子または音取を吹く。 ａ

諸僧列立。
四智讃を誦す。 奏楽（座奏、または道場外

縁を行道しつつ奏楽）。
ｂ

(清め) 誦しながら幕内で行道
(前行道）。

↓

幕を上げる。助修･下 は
幕外へ出て讃誦し、着座。

行道の末尾から大阿が
大壇の礼版に着く。

奏楽ここまで。

礼仏。懺悔 。浄三業。
塗香塗手。前方便。

(前方便まで奏楽する場合
もあり。）

総礼
時金を打つ。

(勧請)

開眼： 水。表白。薬
師経開題。釈仏釈経。
神分。供養文。驚覚。
九方便。発願。

念誦読経。 五大願。
初鈴を振る。
行法（胎蔵界略行）を
始める。

護阿が起座し、登礼版。 小阿が起座し、各々壇
前に着く。

(供養) 道場観。 伽。讃。入
三摩地。正念誦。後入
三摩地。観想。後供養。

金剛 磨。根本印。念誦。入
護摩。諸尊段。世天段。など
※行法を終え、退座する。

薬叉壇阿：五供養。普
供養。根本印。など
※小阿は行法を終え、
退座する。

奏楽（ 伽より）。
↓
後供養まで奏楽。（楽人が退
出する場合もある）

ｃ

後鈴を振る。
廻向方便。隨方廻向。
大壇阿 梨が下座し、
礼仏する。

奏楽。 ｄ

(廻向)
四智讃を誦し、行道する
（後行道）。

↓

諸僧が本座に着く。 奏楽ここまで。退出。
後加持所に移る。

(後加持)大壇阿 梨が後加持所に
て後加持を行う。
退出。

（

）
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二
、
奏
楽
の
記
録

次
に
実
際
の
古
記
録
を
整
理
し
た
い
。
当
時
、
鎌
倉
時
代
の
前
後
の
時
期
に
、

七
仏
薬
師
法
が
ど
の
よ
う
に
修
さ
れ
て
、
ど
の
よ
う
な
雅
楽
が
奏
で
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

表
２
に
、
古
記
録
の
中
か
ら
奏
楽
が
確
認
で
き
る
記
録
を
整
理
し
た
。
こ
の

表
の
う
ち
雅
楽
に
関
し
て
は
後
に
詳
し
く
扱
う
の
で
、
こ
こ
で
は
修
法
の
時
・

目
的
・
場
所
に
注
目
し
た
い
。
事
例
の
年
代
は
十
二
世
紀
中
葉
か
ら
十
四
世
紀

中
葉
と
な
っ
た
。『
門
葉
記
』を
見
る
と
、
修
法
の
目
的
は
中
宮
の
御
産
御
祈
の

た
め
や
、
天
変
地
異
を
鎮
め
る
た
め
の
事
例
が
多
い
。
他
の
法
（
尊
星
王
法
、

普
賢
延
命
法
、
五
壇
法
な
ど
）
と
併
せ
て
修
す
る
事
例
も
多
い
。
全
七
日
で
修

す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
が
、
御
産
御
祈
の
場
合
は
七
日
間
よ
り
短
か
っ
た
り

長
か
っ
た
り
す
る
。
場
所
は
、
京
都
の
貴
族
私
邸
と
宮
中
が
多
く
、
比
叡
山
根

本
中
堂
で
の
事
例
は
少
な
い
。
こ
れ
ら
の
修
法
で
は
比
叡
山
僧
が
主
導
し
て
い

る
。修

法
の
日
程
と
次
第
に
つ
い
て
は
、
全
日
程
の
う
ち
特
に
重
要
な
日
が
三
箇

日
あ
る
。
初
日
の
開
白
日
で
は
、
七
仏
薬
師
を
開
眼
し
、
修
法
の
趣
旨
を
述
べ
、

各
壇
に
て
行
法
を
始
め
る
。
そ
の
後
、
場
所
を
移
し
て
後
加
持
作
法
を
行
う
。

結
線
日
（
全
七
日
の
場
合
は
第
四
日
）
で
は
、
大
壇
阿

梨
が
十
二
神
将
を
表

す
呪
を
唱
え
て
、
印
を
結
び
な
が
ら
、
呪
を
糸
に
結
び
籠
む
。
結
数
は
1
、
49
、

12
が
あ
る
。
心
願
成
就
し
た
時
や
、
年
月
が
経
た
時
に
、
薬
師
の
小
行
法
を
修

し
て
結
び
目
を
解
く
。
最
終
日
の
結
願
日
に
は
、
結
願
作
法
と
壊
壇
作
法
（
破

壇
作
法
と
も
言
う
）を
行
う
。
そ
の
後
、
場
所
を
移
し
て
後
加
持
作
法
を
行
い
、

諸
僧
は
公
卿
か
ら
布
施
を
受
け
取
る
。
以
上
の
三
箇
日
の
う
ち
雅
楽
を
伴
う
日

程
は
開
白
日
と
結
願
日
で
あ
り
、
結
線
日
に
は
伴
わ
な
い
（
た
だ
し
、

５
）

例
外
も

あ
る
）。
ま
た
、
諒
闇
の
た
め
雅
楽
を
伴
わ
な
い

６
）

事
例
も
あ
る
。

開
白
日
と
結
願
日
の
構
成
を
整
理
し
て
作
表
し
た
。
開
白
日
の
次
第
は
表
３

に
整
理
し
、「
仏
事
」
に
は
道
場
で
の
諸
僧
の
行
動
を
並
べ
、「
楽
事
」
に
は
楽

人
の
行
動
を
並
べ
た
。
横
道
（
二
〇
〇
五
）
を
参
考
に
し
て
、
表
の
最
左
列
に

「
清
め
」
な
ど
の
仮
の
言
葉
を
（

）
の
中
に
入
れ
、
次
第
の
構
成
を
明
確
に

し
た
。
表
の
最
右
に
あ
る
ａ
〜
ｄ
は
奏
楽
さ
れ
る
箇
所
を
表
わ
す
。

清
め＝

修
法
の
「
導
入
部
」
に
相
当
す
る
部
分
。
ま
ず
、
楽
人
が
ａ
で
調
子
ま

た
は
音
取
を
奏
で
る
。
そ
の
次
に
、
諸
僧
が
四
智
讃
を
誦
し
な
が
ら
、

道
場
の
中
を
行
道
す
る
時
、
ｂ
で
奏
楽
す
る
。
な
お
、
こ
の
ｂ
で
、
楽

人
の
奏
楽
は
行
道
す
る
場
合
も
、
楽
人
座
に
座
っ
て
奏
で
る
場
合
も
あ

る
。

供
養＝

修
法
の
「
主
題
部
」
に
相
当
す
る
部
分
。
各
壇
で
は
供
養
の
作
法
を
行

い
、
ｃ
で
奏
楽
す
る
。
こ
の
時
の
奏
楽
を
「
供
養
楽
」
と
記
す
記
録
が

あ
り
、
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
六
月
六
日
で
「
振
鈴
之
後
、
即
供
養

楽
慶
雲
楽

。」（『
門
葉
記
』
七
仏
薬
師
法
三
（
図
像
部
十
一
、
五
五
八
頁
））

の
一
点
が
確
認
で
き
る
。

廻
向＝
修
法
の
「
結
尾
部
」
に
相
当
す
る
部
分
。
修
法
の
終
了
に
対
し
、
ｄ
で

奏
楽
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
ｄ
で
奏
楽
さ
れ
た
事
例
は
事
例
は
非
常
に

少
な
い
た
め
、
通
常
は
奏
楽
し
な
か
っ
た
と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

（

）
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結
願
日
の
次
第
は
表
４
に
整
理
し
た
。整
理
の
仕
方
は
表
３
と
同
様
で
あ
る
。

ｅ
〜
ｈ
に
奏
楽
の
箇
所
を
表
わ
し
た
。

清
め＝
修
法
の
「
導
入
部
」
に
相
当
す
る
部
分
。
開
白
日
の
「
清
め
」
と
同
様

に
、
ま
ず
楽
人
が
ｅ
で
調
子
ま
た
は
音
取
を
奏
で
る
。
そ
の
次
に
、
諸

僧
の
四
智
讃
・
行
道
に
対
し
、
ｆ
で
奏
楽
す
る
。

供
養＝

修
法
の
「
主
題
部
」
に
相
当
す
る
部
分
。
各
壇
で
は
供
養
の
作
法
を
行

い
、
ｇ
で
奏
楽
す
る
。
こ
の
時
の
奏
楽
を
「
供
養
楽
」
と
記
す
記
録
が

あ
り
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
正
月
二
十
八
日
で
は
「
供
養
楽
、
振

鈴
之
時
奏

之
長
慶

楽

」（『
七
仏
薬
師
御
修
法
記
』（
八
三
八
頁
））、
嘉
禎
三

年
（
一
二
三
七
）
三
月
二
十
五
日
で
は
「
次
初
鈴
之
後
、
奏

供
養
楽

慶
雲
楽

。」（『
門
葉
記
』
七
仏
薬
師
法
八
（
図
像
部
十
一
、
六
一
三
頁
））
の

二
点
が
確
認
で
き
る
。

廻
向＝

修
法
の
「
結
尾
部
」
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
目
的
が
達

成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
結
願
作
法
を
行
い
、
結
界
を
解
い
て
原
状
復
帰

す
る
解
界
に
対
し
、
ｈ
で
奏
楽
す
る
。
開
白
日
の
ｄ
と
異
な
り
、
ｈ
は

必
ず
奏
楽
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

三
、
七
仏
薬
師
法
に
お
け
る
奏
楽

以
上
を
踏
ま
え
て
、
特
に
雅
楽
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。
ま
ず
、
表
２
に
戻

り
、
開
白
日
と
結
願
日
の
曲
目
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
表
２
で
は
曲
目
の
横
に

ａ
〜
ｈ
を
付
け
た
が
、
こ
れ
は
表
３
・
４
の
奏
楽
箇
所
に
対
応
し
て
い
る
。
表

２
を
見
る
と
、
初
め
の
頃
の
記
録
で
は
曲
目
が
不
明
だ
が
、
一
二
〇
〇
年
頃
か

ら
曲
目
が
徐
々
に
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

そ
の
曲
目
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
曲
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。そ
こ
で
、

曲
目
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
曲
目
の
下
に
付
け
た
数
字
は
事
例
の

数
を
表
わ
す
。

《

開
白
日》

ａ
（
12
例
）

平

調

々

子

ひょうじょうのちょうし
（
６
）、
調
子
（
４
）、
ネ
ト
リ
・
音
取
ね
と
り

（
２
）

ｂ
（
21
例
）

萬
歳
楽

まんざいらく

ｃ
（
23
例
）

太
平
楽
破

たいへいらくのは（「
太
平
楽
」「
大
平
楽
」「
泰
平
楽

たいへいらく
」
の
表
記
を
含
む
）

（
８
）、
慶
雲
楽

きょううんらく
（
15
）

※
表
２
に
よ
る
と
、
太
平
楽
破
か
ら
慶
雲
楽
へ
と
移
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ｄ
（
３
例
）

ｃ＝

太
平
楽
破
↓
ｄ＝

千
秋
楽
（
２
）

ｃ＝

慶
雲
楽
↓
ｄ＝

太
平
楽
破
（
１
）

《

結
願
日》

ｅ
（
12
例
）

平
調
々
子
（
２
）、
調
子
（
８
）、
ネ
ト
リ
・
音
取
（
２
）

ｆ
（
22
例
）

萬
歳
楽

ｇ
（
18
例
）

太
平
楽
破
（「
太
平
楽
」
の
表
記
を
含
む
）（
４
）、
慶
雲
楽
（
13
）、

長
慶
子

ちょうげいし
（
１
）

ｈ
（
15
例
）

ｇ＝

太
平
楽
破
↓
ｈ＝

太
平
楽
急
（
１
）

ｇ＝
「
太
平
楽
」
↓
ｈ＝

千
秋
楽
（
２
）

（

）
八



ｇ＝

慶
雲
楽
↓
ｈ＝

太
平
楽
破
（「
太
平
楽
」
の
表
記
を
含
む
）

（
10
）

ｇ＝

慶
雲
楽
↓
ｈ＝

慶
徳
けいとく

・
鶏
徳
けいとく

（
２
）

開
白
日
の
ａ
〜
ｄ
と
結
願
日
の
ｅ
〜
ｈ
は
似
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
ａ
と

ｅ
は
調
子
ま
た
は
音
取
で
あ
る
。「
平
調
」と
い
う
調
が
明
記
さ
れ
て
い
る
事
例

は
合
わ
せ
て
８
例
あ
る
が
、
何
調
な
の
か
不
明
な
事
例
の
ほ
う
が
多
い
。
た
だ

し
、
そ
の
後
す
ぐ
に
演
奏
す
る
ｂ
と
ｆ
の
萬
歳
楽
が
平
調
に
属
す
る
曲
で
あ
る

た
め
、
遡
っ
て
ａ
と
ｅ
は
平
調
の
調
子
、
ま
た
は
平
調
の
音
取
で
あ
っ
た
こ
と

が
言
え
る
。

ｂ
と
ｆ
は
四
智
讃
に
対
す
る
曲
で
あ
り
、
全
て
の
事
例
で
萬
歳
楽
を
奏
で
て

い
る
。
こ
こ
で
は
行
道
し
な
が
ら
奏
楽
す
る
事
例
も
多
く
、
そ
の
場
合
は
萬
歳

楽
を
奏
で
な
が
ら
道
場
の
外
縁
を
歩
き
回
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
行

道
の
終
結
に
は
壹
鼓
い
っ
こ

と

婁
鼓

け
い
ろ
う
こ

に
よ
る
「
一
曲
」
が
舞
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

ｃ
と
ｇ
は
「
供
養
楽
」
と
呼
ば
れ
る
。
具
体
的
な
曲
目
は
太
平
楽
破
と
慶
雲

楽
で
あ
る
。
開
白
日
の
ｃ
に
つ
い
て
は
、
十
三
世
紀
で
は
太
平
楽
破
が
多
く
使

わ
れ
て
い
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
慶
雲
楽
を
使
う
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
。
そ
の

一
方
で
結
願
日
の
ｇ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
推
移
は
見
ら
れ
ず
、
慶
雲
楽

が
圧
倒
的
に
多
く
使
わ
れ
た
。

開
白
日
の
ｄ
で
演
奏
さ
れ
た
事
例
は
非
常
に
少
な
く
、
３
例
し
か
な
い
。
そ

の
た
め
、
通
常
は
奏
楽
し
な
か
っ
た
と
考
え
た
い
。
た
だ
し
、
そ
の
３
例
に
つ

い
て
詳
し
く
見
る
と
、
ｃ
で
奏
で
ら
れ
た
曲
に
よ
っ
て
、
ｄ
で
奏
で
ら
れ
た
曲

が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
ｃ
と
ｄ
で
は
、
太
平
楽
破
と
千

秋
楽
、
慶
雲
楽
と
太
平
楽
破
、
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
ｄ

が
奏
楽
さ
れ
た
記
録
は
、
表
２
の
16
番
、
17
番
、
28
番
で
あ
り
、
十
三
世
紀
前

半
頃
の
四
十
年
間
に
限
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
も
し
か
す
る
と
時
代
の
特

徴
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
段
階
の
史
料
で
は
そ
の
判
断
は
で
き
な

い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
結
願
日
の
ｈ
で
は
頻
繁
に
奏
楽
さ
れ
た
。
ｇ
と
ｈ
の
組

み
合
わ
せ
で
最
も
よ
く
演
奏
さ
れ
た
の
は
、
10
例
に
及
ぶ
慶
雲
楽
と
太
平
楽
破

の
組
で
あ
る
。

以
上
の
曲
が
奏
で
ら
れ
た
の
だ
が
、
次
第
の
全
体
を
通
し
て
奏
楽
曲
の
組
み

合
せ
に
何
通
り
か
あ
っ
た
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
ａ
ｂ
（
平
調
々
子
、
音
取
）
と

ｅ
ｆ
（
萬
歳
楽
）
は
不
変
だ
が
、
ｃ
ｄ
と
ｇ
ｈ
の
組
み
合
わ
せ
に
差
異
が
見
ら

れ
る
。（

ア
）
ｃ
ｇ
慶
雲
楽
↓
ｄ
ｈ
太
平
楽
破

（
イ
）
ｃ
ｇ
太
平
楽
（
破
）
↓
ｄ
ｈ
千
秋
楽

（
ウ
）
ｇ
長
慶
子
↓
ｈ
奏
楽
（
曲
目
不
明
）

（
ア
）
は
事
例
の
大
半
を
占
め
る
組
で
あ
る
。
息
災
ま
た
は
増
益
を
行
う
七
仏

薬
師
法
に
ふ
さ
わ
し
い
選
曲
と
言
え
る
。（
イ
）は
僅
か
な
事
例
で
あ
る
が
、
奏

楽
曲
の
最
後
に
千
秋
楽
を
奏
で
る
た
め
、
次
第
の
終
了
を
意
図
し
た
選
曲
で
あ

る
。
た
だ
し
、（
ウ
）
の
選
曲
が
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
曲
目
を
調
で
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
「
平
調
」
と
い
う
調
に
属
す
る

曲
で
あ
る
。
平
調
以
外
で
は
、
太
平
楽
破
は
楽
譜
上
の
分
類
で
は
「
太
食
調

たいしきちょう
」

（

）
九

七
仏
薬
師
法
に
お
け
る
奏
楽



に
属
す
る
が
、
楽
理
構
造
上
は
「
平
調
」
の
傾
向
を

７
）

示
す
。
太
平
楽
急
と
長
慶

子
は
「
太
食
調
」
で
あ
り
、
千
秋
楽
は
「
盤
渉
調

ばんしきちょう
」
で
あ
る
。
平
調
と
太
食
調

は
主
音
が
Ｅ
で
あ
り
、
盤
渉
調
は
Ｈ
で
あ
る
。
千
秋
楽
を
奏
で
た
事
例
は
ｄ
の

２
例
、
ｈ
の
２
例
で
あ
る
が
、
こ
の
事
例
で
は
Ｅ
と
Ｈ
に
よ
る
五
度
関
係
の
調

に
よ
っ
て
統
一
感
が
聴
か
れ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
千
秋
楽
を
用
い
な
い
事
例
は

平
調
か
太
食
調
の
曲
を
用
い
た
の
で
、
Ｅ
の
主
音
に
よ
っ
て
さ
ら
に
統
一
感
が

増
し
た
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
曲
を
奏
で
た
楽
人
は
ど
の
よ
う
な
構
成
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
楽
器
の
う
ち
、
特
に
打
物
うちもの

（
太
鼓
、

鼓
、
鉦
鼓
）
は
、
寺
か
ら
借
用
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
六
月
二
十
日
（
表
２
の
13
番
、

開
白
日
）
で
は
押
小
路
殿
で
修
さ
れ
た
が
、「
太
鼓
等
借

用
法
勝
寺

。
破
損

之
間
、
無
音
也
。」（『
門
葉
記
』
七
仏
薬
師
法
二
（
図
像
部
十
一
、
五
三
八
頁
））

の
よ
う
に
法
勝
寺
か
ら
太
鼓
な
ど
を
借
用
し
、
そ
の
結
願
日
で
あ
る
六
月
二
十

七
日
で
は
「
楽
器
等
無
之
由
令

申
。
仍
大
阿

梨
所
持
大
鼓
・

鼓
・
鉦
鼓
等
、

為

庁
沙
汰

、
被

渡

之
云
々

」（
同
（
同
十
一
、
五
三
九
頁
））
と
書
か
れ
る
。

楽
人
の
人
数
は
、
八
人
ま
た
は
五
人
が
記
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
大
内
楽
所
の
者

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
四
点
の
記
述
を
引
用
す
る
。

（
ア
）「
行
道
楽
人

八
人

」
永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
八
月
七
日
（
表
２
の
６
番
、『
門

葉
記
』
七
仏
薬
師
法
一
（
図
像
部
十
一
、
五
二
九
頁
））

（
イ
）「
楽
人
八
人
庭
上
ニ

著
座
。」
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
三
月
四
日
（
表
２

の
25
番
、
同
四
（
同
十
一
、
五
六
〇
頁
））

（
ウ
）「
楽
器
。
大
鼓
在
撥二

、

鼓
一
面
。
横
笛
一
。
装
束
五
具
重
装
束
也
。
左
右
。

已
上
五
具
鳥
甲
等

。」

文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
八
月
十
七
日
（
表
２
の
33
番
、
同
五
（
同
十

一
、
五
七
九
頁
））

（
エ
）「
伶
人
五
人

」
乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）（
表
２
の
37
番
、
同
六
（
同

十
一
、
五
九
八
頁
））

比
叡
山
根
本
中
堂
で
修
し
た
事
例
の
う
ち
、
暦
仁
元
年（
一
二
三
八
）（
表
２

の
22
番
）
で
は
「
開
白
・
結
願
。
楽
人
登
山
事
公
家
御

沙
汰
也

。」（『
門
葉
記
』
七
仏
薬
師

法
四
（
五
五
一
））
と
書
か
れ
る
た
め
、
京
都
か
ら
比
叡
山
へ
登
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
登
山
の
記
述
は
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
八
月
十
七
日
（
表
２
の
33
番
）

に
も
見
ら
れ
る
。
恐
ら
く
は
京
都
方
と
奈
良
の
楽
人
で
編
成
さ
れ
て
い
た
だ
ろ

う
。た

だ
し
四
つ
の
引
用
の
う
ち
、（
ウ
）
の
割
注
「
重
装
束
也
。
左
右
。
已
上
五

具
鳥
甲
等
。」の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
判
然
と
し
な
い
。
左
方
の
襲
装
束
と
右
方

の
襲
装
束
を
合
わ
せ
て
五
人
分
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
人

数
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
が
、
当
時
の「
楽
人
」「
伶
人
」

と
い
う
語
は
地
下
楽
人
を
指
す
が
、
楽
器
担
当
者
の
う
ち
身
分
の
低
い
者
は
意

味
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で

８
）

あ
る
。
こ
う
い
う
身
分
の
低
い
者
が
打
物
を

担
当
し
た
と
考
え
れ
ば
、
楽
器
担
当
者
の
人
数
を
少
し
増
や
し
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

な
お
、
楽
人
編
成
ま
た
は
楽
器
編
成
は
、
全
て
の
事
例
で
同
一
で
あ
っ
た
の

で
は
な
く
、
流
動
的
に
変
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
延
応
二
年（
一

二
四
〇
）
二
月
二
十
一
日
（
表
２
の
23
番
）
で
は
「
抑
今
夜
楽
人
吹
物
許
。
隨

（

）

一
〇



身
不

用

意
打
物
云
々

。」（『
門
葉
記
』
七
仏
薬
師
法
四
（
図
像
部
十
一
、
五
五

五
頁
））
と
記
録
さ
れ
る
。
こ
の
時
は
吹
物
（
管
楽
器
の
笙
、
篳
篥
、
龍
笛
を
指

す
）
だ
け
の
編
成
で
あ
り
、
打
物
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
全
て

の
事
例
を
通
し
て
み
る
と
、
標
準
的
に
は
管
（
笙
、
篳
篥
、
龍
笛
）
と
打
（
太

鼓
、

鼓
、
鉦
鼓
）
で
編
成
す
る
の
で
あ
る
が
、
場
合
に
応
じ
て
楽
器
を
減
ら

す
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
流
動
的
な
措
置
は
、
四
智
讃
の

奏
楽
に
座
奏
で
あ
っ
た
り
、
行
道
し
な
が
ら
の
奏
楽
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
と

も
通
じ
る
。
恐
ら
く
、
七
仏
薬
師
法
の
楽
事
に
関
し
て
は
、
定
式
や
規
定
が
確

立
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

楽
器
に
つ
い
て
は
、
壹
鼓
い
っ
こ

と

婁
鼓

け
い
ろ
う
こ

も
使
わ
れ
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
ア
）「
此
時
、
楽
人
庭
上
行
道
（
中

略
）

。
一
繋
之
久
行
令

打

一
云
々

。」
宝
治
元
年
（
一
二
四

七
）
九
月
五
日
（
表
２
の
27
番
、『
門
葉
記
』
七
仏
薬
師
法
五
（
図
像
部

十
一
、
五
六
六
頁
））

（
イ
）「
舞
人
懸

一

、
寄

拍
子

、

之
」
乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）
閏
四

月
十
九
日
（
表
２
の
37
番
、
同
六
（
同
十
一
、
五
九
九
頁
））

（
ウ
）「
但
、
今
日
楽
人
行
道
有

之
。
打

壹
）

壷
・

婁

。」
観
応
元
年
（
一
三
五

〇
）
八
月
七
日
（
表
２
の
39
番
、
同
九
（
同
十
一
、
六
二
八
頁
））

「
壹
鼓
」
は
「
一
鼓
」
と
も
表
記
さ
れ
、
記
録
文
で
は
「
壹
」「
一
」
と
略
記
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
楽
人
た
ち
が
行
道
し
な
が
ら
奏
楽
す
る
時
、
壹
鼓
は
右
舞

一
の
者
が
、

婁
鼓
は
左
舞
一
の
者
が
担
当
し
、
両
者
は
行
列
の
先
頭
に
並
び

立
つ
。
た
だ
し
、
左
舞
一
の
者
は

婁
鼓
の
他
に
、

鼓
（
ふ
り
つ
づ
み
、
と

う
こ
）
を
左
手
に
持
つ
。（
ア
）
で
は
多おおの
久
行
ひさゆき

が
壹
鼓
を
打
っ
て
い
る
。
久
行
は

当
時
67
歳
、
京
都
方
の
楽
人
で
あ
る
。『
楽
所
補
任
』の
当
年
前
後
の
記
録
か
ら
、

大
内
楽
所
に
「
右
舞
」
の
者
と
し
て
勤
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
イ
）
で
は

壹
鼓
を
紐
で
首
に
懸
け
た
右
舞
人
が
、「
一
曲
」と
い
う
舞
曲
を
舞
っ
て
い
る
様

子
が
書
か
れ
て
い
る
。「
一
曲
」
は
行
道
が
終
結
し
て
楽
人
が
列
立
し
て
か
ら
、

舞
わ
れ
る
。
こ
の
時
、
行
道
の
楽
は
萬
歳
楽
で
あ
っ
た
。（
ウ
）で
は
、
壹
鼓
と

組
に
さ
れ
る

婁
鼓
も
、
や
は
り
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
述
で
あ
り
、

左
舞
一
の
者
が
勤
仕
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
左
舞
一
の
者
は
奈
良
興

福
寺
に
所
属
す
る
狛こま
で
あ
る
。
従
っ
て
、
七
仏
薬
師
法
で
壹
鼓
・

婁
鼓
が
使

わ
れ
た
場
合
、
多
と
狛
が
楽
人
編
成
の
中
に
混
じ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、こ
の
よ
う
な
楽
人
た
ち
は
ど
こ
で
奏
楽
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

楽
人
が
座
っ
て
奏
楽
す
る
場
所
を
言
い
表
す
語
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
本
稿
で

は
「
楽
人
座
」
で
統
一
し
た
い
。『
門
葉
記
』
に
は
楽
人
座
に
つ
い
て
多
く
の
記

述
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
二
点
を
引
用
す
る
。

（
ア
）「
北
廻
廊
第
五
六
間
、
為

楽
所
鋪
設
楽
器
等
、

寺
家
沙
汰
云
々

。」
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）

（
表
２
の
34
番
、『
門
葉
記
』
七
仏
薬
師
法
五
（
図
像
部
十
一
、
五
八
三

頁
））

（
イ
）「
楽
所
╱
日
隠
間
、
前
庭
上
敷

打
板

、
其
上
紫
縁
畳
三
畳
東
西
行
ニ

置

之
。
引

幔
、
置

楽
器

」
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）（
表
２
の
39
番
、

同
九
（
同
十
一
、
六
二
四
頁
））

（
ア
）（
イ
）
と
も
に
、
楽
人
座
を
「
楽
所
」
と
書
い
て
い
る
が
、（
ア
）
で
は

（

）

一
一

七
仏
薬
師
法
に
お
け
る
奏
楽



道
場
に
つ
な
が
る
廊
下
の
一
部
を
楽
人
座
と
し
て
、（
イ
）で
は
道
場
の
前
庭
の

一
部
を
楽
人
座
と
し
て
い
る
。『
門
葉
記
』に
は
さ
ら
に
具
体
的
に
、
指
図
の
中

に
楽
人
座
の
位
置
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
を
図
５
〜
図
７
に
転
載
し
た
。

図
５
で
は
右
下
隅
に
示
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
（
ア
）
と
同
じ
よ
う
に
廊
下
の
一

部
で
あ
る
。
図
６
で
は
下
に
示
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
廊
下
の
一
部
で
あ
り
、

道
場
に
非
常
に
近
い
位
置
に
あ
る
。
図
７
は
前
庭
に
楽
人
座
が
あ
る
よ
う
に
描

か
れ
て
い
る
。

ま
と
め

比
叡
山
の
大
法
の
一
つ
で
あ
る
七
仏
薬
師
法
で
は
雅
楽
曲
の
奏
楽
が
な
さ

れ
、
そ
の
修
法
次
第
の
清
め
（
導
入
部
）、
供
養
（
主
題
部
）、
廻
向
（
結
尾
部
）

の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
奏
楽
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
曲
目
は
限
ら
れ
、
平
調
の
曲

が
多
い
。
楽
器
編
成
は
、
標
準
的
に
は
管
（
笙
、
篳
篥
、
龍
笛
）
と
打
（
太
鼓
、

鼓
、
鉦
鼓
）
で
あ
る
が
、
行
道
列
に
は
壹
鼓
・

婁
鼓
が
含
ま
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
楽
人
は
京
都
方
の
楽
人
と
興
福
寺
楽
人
で
構
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、
当
時
の
「
楽
人
」
と
は
認
め
ら
れ
な
く
身
分
の

低
い
者
も
楽
器
を
担
当
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
楽
人
座
は
、
道
場
外
の
廊

下
、
あ
る
い
は
道
場
前
庭
に
設
け
ら
れ
た
。

本
稿
で
は
十
二
世
紀
中
葉
か
ら
十
四
世
紀
中
葉
の
七
仏
薬
師
法
を
、
簡
単
に

扱
っ
た
。
こ
の
時
期
の
奏
楽
は
事
例
に
よ
っ
て
流
動
的
で
あ
り
、
定
式
あ
る
い

は
規
定
が
未
確
立
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
大
法
に
対
す
る
雅
楽
の
規

図５ 康治元年(1142、表２の２番)の指図（『門葉記』より）
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）
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図７ 文永４年(1267、表２の32番)の指図（『門葉記』より）

図６ 宝治(1247、表２の27番)の指図（『門葉記』より）

（

）
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模
が
、
小
さ
く
扱
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
雅
楽
を
伴
う
天
台

密
教
の
も
う
一
つ
の
修
法
に
は
安
鎮
法
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
奏
楽
（
楽
器
演
奏

の
み
）
だ
け
で
な
く
奏
舞
（
舞
と
楽
器
演
奏
）
が
盛
大
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。

両
修
法
を
比
較
す
る
こ
と
で
互
い
の
特
徴
が
見
え
て
く
る
と
思
う
が
、
安
鎮
法

の
雅
楽
に
つ
い
て
は
機
会
を
改
め
て
詳
述
し
た
い
。
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史
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〇
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松
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一
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〇
〇
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「『
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抄
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世
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台
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学
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流
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伝
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て
」、
吉
原
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・
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勇
編

『
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を
渡
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天

台
文
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東
京：

勉
誠
出
版

三
八
五
〜
四
一
二
頁

密
教
辞
典
編
纂
会

一
九
八
三

『
密
教
大
辞
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縮
刷
版
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京
都：

法
蔵

館

横
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萬
里
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二
〇
〇
五

『
体
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芸
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と
し
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見
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寺
事
の
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造
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東

京：

岩
波
書
店

◎
本
稿
の
執
筆
に
つ
い
て
は
松
下
国
際
財
団
の
助
成
を
受
け
た
。

注

１

河
村
（
一
九
九
八
）
に
よ
る
と
、『
行
林
抄
』
は
西
暦
一
一
五
四
年
の
成
立
。
相

実
（
天
台
宗
法
曼
流
の
祖
）
の
弟
子
静
然
が
、
師
と
の
面
授
口
決
を
筆
録
し
た
。

内
容
は
諸
尊
の
作
法
、
供
養
法
の
解
説
で
あ
る
、
と
い
う
。

２

松
本
（
二
〇
〇
八
）
に
よ
る
と
、『
阿
娑

抄
』
は
尊
澄
の
編
纂
書
を
、
師
の
承

澄
が
書
写
・
増
補
し
た
。
成
立
年
代
は
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
〜
弘
安
四
年
（
一

二
八
一
）と
推
定
さ
れ
る
。
内
容
は
諸
尊
法
で
あ
り
、
先
師
の
説
に
基
づ
き
諸
作

法
・
口
伝
な
ど
を
整
理
・
抄
録
し
、
灌
頂
・
加
持
・
諸
寺
略
記
・
明
匠
等
略
伝
・

香
薬
な
ど
も
含
む
。
個
々
の
書
を『
阿
娑

抄
』と
い
う
書
名
で
ま
と
め
て
お
り
、

尊
澄
・
承
澄
以
後
に
も
追
補
さ
れ
て
い
る
。
写
本
は
天
台
宗
の
穴
太
西
山
流
の
僧

侶
が
作
っ
て
き
た
。今
日
の
流
布
本
で
あ
る『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』図
像
部
八
〜
九

と
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
三
十
五
〜
四
十
一
の
活
字
本
は
、
様
々
な
写
本
の
取
り

合
せ
本
で
あ
る
、
と
い
う
。

３

『
薬
師
瑠
璃
光
七
仏
本
願
功
徳
経
念
誦
儀
軌
』
に
は
七
仏
薬
師
の
尊
形
が
（
一
）

善
名
称
吉
祥
其
身
黄
色
無
威
印
、（
二
）
宝
月
智
厳
仏
黄
色
施
妙
印
、（
三
）
金
色

宝
光
仏
黄
色
説
法
印
、（
四
）
無
憂
最
勝
仏
紅
色
三
昧
印
、（
五
）
法
海
雷
音
仏
白

色
説
法
印
、（
六
）
法
海
勝
慧
仏
青
色
説
法
印
、（
七
）
薬
師
瑠
璃
光
王
仏
其
身
青

色
施
妙
印
、
で
あ
り
、
前
六
体
は
（
七
）
薬
師
如
来
の
分
身
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

合
わ
せ
て
七
仏
薬
師
と
言
う
（『
密
教
大
辞
典
』
の
項
目
「
七
仏
薬
師
」（
九
七
六

頁
））。
七
仏
そ
れ
ぞ
れ
の
前
に
小
机
を
立
て
、
そ
の
上
に
七
仏
供
（

伽
一
前
、

仏
供
二
杯
、
燈
台
二
本
）
を
立
て
る
（『
阿
娑

抄
』
七
仏
薬
師
本
（
①
一
〇
七

四
頁
））。

４

『
門
葉
記
』
勤
行
法
二
（
図
像
部
十
二
、
四
二
三
〜
四
二
五
頁
）
に
よ
る
と
、
大

法
と
准
大
法
は
比
叡
山
（
天
台
宗
・
慈
覚
大
師
）、
三
井
寺
（
天
台
宗
・
智
證
大

師
）、
東
寺
（
真
言
宗
・
弘
法
大
師
）
に
あ
る
。
比
叡
山
の
大
法
は
熾
盛
光
法

しじょうこうほう
・

（

）
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五
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七
仏
薬
師
法
・
普
賢
延
命
法
・
安
鎮
法
で
あ
り
、
准
大
法
は
法
華
法
・
六
字
河
臨

法
・
如
法
北
斗
法
・
如
法
仏
眼
法
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
は
別
の
大
法
・
准
大
法
が

三
井
寺
お
よ
び
東
寺
で
修
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
法
と
准
大
法
、
小
法
の
違
い
は
、

壇
と
助
修
（
伴
僧
）
の
構
成
の
違
い
で
あ
り
、
大
法
は
大
壇
・
護
摩
壇
・
小
壇
と

助
修
約
20
人
、
准
大
法
は
大
壇
・
護
摩
壇
・
小
壇
と
助
修
８
〜
12
人
、
小
法
は
護

摩
壇
と
助
修
４
〜
８
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
七
仏
薬
師
法
で
は
、
小
壇
は
十
二
天

壇
、
薬
叉
壇
（
夜
叉
壇
）、
聖
天
壇
の
三
つ
に
な
る
。
な
お
、
比
叡
山
の
法
の
う

ち
、
七
仏
薬
師
法
と
安
鎮
法
で
は
雅
楽
曲
の
奏
舞
奏
楽
が
あ
り
、
六
字
河
臨
法
で

は
太
鼓
・
鉦
鼓
と
仏
具
（
錫
杖
・
金
剛
鈴
・
宝
螺
）
に
よ
る
「
乱
声
」
が
な
さ
れ

る
。ま

た
、
七
仏
薬
師
法
を
修
す
る
場
合
の
人
員
（
楽
人
を
除
く
）
は
、
例
え
ば
次

の
よ
う
に
な
る
。

建
嵯
峨
僧
正
記

保
六
年
十
月
十
一
日
。
於
一
條
殿
為
中
宮
御
産
御
祈
被
始
修
七
仏
薬
師
法

奉
行
人
木
工
頭
成
長
或
記
云
。
中
宮
権

大
進
次
経
云
々

大
阿

梨
権
僧
正
良
｜

伴
僧
二
十
人

良
雲
法
印
護
摩
壇

╱
快
雅
僧
都
╱
成
間
法
眼
╱
成
源
律
師
奉
行

╱
寛
基
々
々
╱
能

快
々
々
╱
乗
覚
阿

梨
十
二
天
壇

╱
惠
円
々
々
々
夜
叉
壇

╱
慈
胤
々
々
々
聖
天
壇

╱

聖
乗
々
々
々
╱
光
円
╱
宗
宴
神
供

╱
俊
雲

審
聴
╱

西康
実

無睿
円
╱

西性
円

無
動
寺

教
暹
唱
礼

╱
東宗

円

西円
遍

行
事
僧
法
橋
泰
宗

（『
門
葉
記
』
七
仏
薬
師
法
五
（
図
像
部
十
一
、
五

四
五
頁
））

こ
の
よ
う
に
助
修
（
伴
僧
）
は
、
護
摩
壇
・
小
壇
の
阿

梨
の
他
に
、
別
の
役
を

担
当
す
る
者
で
構
成
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
助
修
の
他
に
も
奉
行
と
行
事
僧
の
者
も

い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
別
の
事
例
で
は
承
仕
、
中
堂
衆
な
ど
も
い
た
。

５

表
２
の
33
番
で
は
、
全
日
程
の
う
ち
計
三
日
に
奏
楽
さ
れ
た
。

６

主
上
御
疱
瘡
御
祈
の
た
め
、
内
裏
西
大
盤
所
に
て
、
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
正

月
八
日
か
ら
の
修
法
で
、
開
白
日
に
「
但
依
諒
闇
、
無
音
楽
。」（『
門
葉
記
』
七

仏
薬
師
法
二
（
図
像
部
十
一
、
五
三
一
頁
））
と
書
か
れ
る
。

７

太
平
楽
破
に
つ
い
て
は
、「
此
破
、
謂
いはゆる

太
平
楽
。
楽
者
平
調
曲
也
。」（『
教
訓
抄
』

巻
第
三
（
五
十
五
頁
））
と
書
か
れ
、
楽
理
構
造
の
分
析
で
は
平
調
の
傾
向
を
示

す
（
遠
藤

二
〇
〇
五：

一
八
一
〜
一
八
二
頁
）。

８

久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
三
月
の
日
付
を
持
つ
「
東
大
寺
花
厳
会
楽
人
禄
物
注
文
」

（『
平
安
遺
文
』二
六
六
三
号（
竹
内

一
九
九
二（
二
二
三
九
〜
二
二
四
〇
頁
）））

に
は
、「
左
舞
」「
右
舞
」「
楽
人
」と
注
記
さ
れ
る
者
が
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

そ
の
注
記
が
な
い
者
は
銅
拍
子
・
大
拍
子
・

鼓
・
太
鼓
・
鉦
鼓
、
お
よ
び
太
鼓

持
・
鉦
鼓
持
を
担
当
し
た
。
そ
の
者
た
ち
は
禄
物
が
低
い
こ
と
に
よ
り
、
身
分
が

低
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（

）
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Gagaku in the Shichibutsu-Yakushiho Practice of Esoteric Buddhism

 

TORIYABE Teruhiko

 

This paper illuminates how gagaku was created in the religious service Shichibutsu-

Yakushiho,one of many practices of esoteric Buddhism at Hieizan.

Historical scholarship on Japanese music positions Hieizan as a center of shomyo for the
 

Sammon school in the Tendai sect,and does not mention gagaku performances. However,

gagaku has been played at Hieizan from ancient times to the present. The opening ceremony
 

of Kompom-chudo in 794 included gagaku,and in fact,is the second oldest Buddhist rite with
 

gagaku in history. Gagaku is performed currently at Hieizan in Osembo-ko. This paper is
 

mainly based on records and illustrations of the Mon’yoki, which was completed in the
 

fifteenth century, and has many documents on the Tendai sect’s Shoren’in shrine from the
 

twelfth century to the fifteenth century.

In the first chapter,I briefly explain Shichibutsu-Yakushiho. This act was a particularly
 

special and sacred act of esoteric Buddhism at Hieizan,and rarely held by other schools within
 

the Tendai sect or by other sects. The Buddhist scripture“Shichibutsu-Yakushi-kyo”instructs
 

that musicians perform as part of the ritual.

In the second chapter,I provide a chronology of the records of the ritual lead by Hieizan
 

monks in Hieizan and Kyoto,and then detail the relationship between the religious service and
 

gagaku. Through the entire program of this service, gagaku was played in the opening,

middle,and ending sections of both the first day and the last day.

In the third chapter,I analyze gagaku. The musical instruments that were usually played
 

in a gagaku ensemble were the wind instruments sho,hichiriki, and ryuteki, as well as the
 

percussion instruments taiko,kakko,and shoko. In gyodo performances,percussion instru-

ments ikko and keiroko were added. According to the records, the players were well
 

organized and a small number of experts were assigned to the Ōuchi-gakusho of the court.

There is a good possibility that some persons of low status also joined,however,their names
 

were not recorded. All of the musicians played several instrumental pieces and performed the
 

dance Ikkyoku. According to the records and illustrations,they played in a hallway outside
 

of the act room,or a garden nearby.

Historical study of Japanese music from ancient times to the present has dealt with the
 

relationship between gagaku and Buddhist rites which are mainly based on Kengyo style.
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This paper demonstrates that this relationship appears not only at Kengyo rites but also in the
 

services of esoteric Buddhism.
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